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地域の一員として
災害時に救助活動に
協力していこう。

新しい本が増えて
図書館に行くのが
楽しくなるね！

町田市には
いろんな
文化財が
あるんだね。

学校の授業が
わかるように
なってきたぞ！

【基本方針１　子どもたちの生きる力と健やかな精神の育成】 【基本方針２　学校の教育力の向上】

【基本方針３　家庭、地域、学校が連携した教育の推進】 【基本方針４　生涯学習の推進】

1 確かな学力の定着

2豊かな心の醸成

3健やかな体の育成

4自立心の醸成

1 学力向上策の推進

1人権教育の推進
2規範教育の推進

1体力の向上

2食育の推進

1キャリア教育の推進

3問題行動の解消に向けた
心の教育の推進

1 学習機会の提供

1小・中学校間連携
の推進

2教師力の向上

3特別支援教育の
充実

4教育環境の充実

2自主的な学習の
支援

3学習環境の整備

4文化資源の
保全・活用の促進

1 学習情報の収集及び発信
2講座・講演会等の充実
1関係機関と連携した学習機会の充実
2学習相談の充実
3学習資料の提供
4学習の場の提供
1学習成果を活かす機会の充実
2学習施設等の充実
3学習事業の効率的な運営
4生涯学習の調査・研究

1文化資源の維持管理

2文化資源の魅力の発信

1小中連携体制の構築

1教員研修の充実
2教員の心の健康づくり
1特別支援教育の計画的な推進
2特別支援学級における支援
3通常の学級における支援
4特別支援教室等の整備

1安全で快適な
教育環境の整備

2学校図書館の充実
3 ICT 環境の充実
4校務の改善

1 地域協働の
学校づくり

2健全育成の推進

3児童・生徒の
安全の確保

1 学校支援センター等による
地域連携の推進

2スクールボード校の充実
3大学との連携
4積極的な広報活動の支援

1保育園・幼稚園・高校等との
連携強化

2教育相談の充実

1防災教育の推進

2地域・関係機関と連携した
災害への備え

3通学路の安全確保の推進

【基本方針１　子どもたちの生きる力と健やかな精神の育成】 【基本方針２　学校の教育力の向上】

【基本方針３　家庭、地域、学校が連携した教育の推進】 【基本方針４　生涯学習の推進】

【教育目標】
　町田市教育委員会は、子どもたちが、知性と感性をはぐくみ、心身ともに健康で人間性豊かに成長し、互いの
人格を尊重するとともに、社会の一員としての自覚をもって地域にかかわる人間に育つことを目指します。
　また、だれもが生涯を通じ、あらゆる場で学び、支え合うことができる社会の実現を目指します。

　

町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
２
０
０
９
年
に
策

定
し
た
「
町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
」
を
改
定
し
、
第

２
期
目
と
な
る
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
町

田
市
教
育
プ
ラ
ン
は
、
町
田
市
教
育
委
員
会
の
教

育
目
標
と
基
本
方
針
を
受
け
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
取
り
組
む
施
策
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
施
策
を

推
進
し
、
更
な
る
教
育
の
充
実
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
に
は
、
引
き

続
き
町
田
市
の
教

育
へ
の
ご
協
力
・

ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

○
こ
の
町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
は
、
教
育
基
本

法
第
17
条
第
２
項
に
基
づ
く
「
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
教
育
の
振
興
の
た
め
の
施

策
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」
で
す
。

○
計
画
期
間
は
２
０
１
４
年
度
か
ら
２
０
１
８

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

○
こ
の
町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
教
育
施
策
を
体
系
化

し
た
全
体
計
画
で
あ
る「
基
本
プ
ラ
ン
」
と
、
町

田
市
教
育
委
員
会
が
直
面
す
る
課
題
解
決
に

向
け
て
重
点
的
に
取
り
組
む
事
業
を
示
す
「
重

点
プ
ラ
ン
」で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
冊
子
を
ご
覧
下
さ
い
。
冊
子
は
、
市
内

の
各
市
立
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

▲

町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
の
表
紙

町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
の
概
要

町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
の
閲
覧
方
法

問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課 

☎
７
２
４
・
２
１
７
２



町田第四小学校

本町田東小学校

成瀬中央小学校

南つくし野小学校

鶴川第二小学校

鶴川第三小学校

大蔵小学校

三輪小学校

忠生小学校

小山田南小学校

木曽境川小学校

小中一貫ゆくのき学園 大戸小学校

吉成　栄輝

渋谷　勇佑

万本　雄太

横山　りの

神田　祐未佳

佐藤　梨乃

田村　海南

工藤　万幸

佐藤　夢

平本　望

柏原　真人

網野　心

柏原　真梨子

長谷川　郁真

落合　華子

井上　里穂

小野寺　拓海

朝見　美玖

加藤　有紗

中尾　琳花

石川　潤

吉川　太地

小島　陸

発明

ソフトテニス

書写書道

書写書道

ソフトテニス

ソフトテニス

発明

発明

発明

発明

書写書道

書写書道

書写書道

伝統文化の継承

伝統文化の継承

伝統文化の継承

伝統文化の継承

伝統文化の継承

伝統文化の継承

発明

伝統文化の継承

伝統文化の継承

伝統文化の継承

町田第二中学校

南大谷中学校

南成瀬中学校

鶴川第二中学校

薬師中学校

金井中学校

山崎中学校

小山田中学校

堺中学校

小中一貫ゆくのき学園

武蔵岡中学校

近藤　日向子

鈴木　和佳菜

本玉　真唯

宮本　大地

畠田　瞳

中野　結菜

朝田　桃圭

鈴木　彩乃

冨山　友紀乃

岩崎　慧

田川　萌絵

持田　温紀

刀祢平　美咲

小林　帝弥

中尾　研史

奈須田　ゆうか

則次　開斗

松嶋　沙耶

古賀　大地

髙橋　美悠莉

作文

硬式テニス

硬式テニス

陸上

体操

発明

陸上

作文

新体操

書写書道

書写書道

発明

作文

書写書道

発明

水泳

水泳

伝統文化の継承

伝統文化の継承

伝統文化の継承

学校名 個人名 活動内容 学校名 個人名 活動内容

ＲＡＩ

エンジェルキッズ

★★★MINNY'S EVOLUTION★★★

黎明

鶴川第二小学校合唱団

鶴川第二中学校合唱団

発明

チアダンス

発明

合唱

合唱

団体名 活動内容

（敬称略）

表彰受賞者一覧

　教
育
委
員
会
で
は
、他
の
模
範
と
な
る
行
い
を
し
た
児
童・生
徒
又
は
芸
術
、文
化
、ス

ポ
ー
ツ
等
の
分
野
で
活
躍
し
、優
秀
な
成
績
を
収
め
た
児
童・生
徒
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、３
月
１
日
に
町
田
市
役
所
に
お
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町田第一小学校

町田第四小学校
町田第五小学校

本町田東小学校

本町田小学校

南第一小学校

南第二小学校

鶴間小学校

南成瀬小学校

南つくし野小学校

鶴川第二小学校
小山田小学校
小山田南小学校
忠生第三小学校
図師小学校
小山小学校

見城　操江
塩田　梨枝子
高畠　恵美
大山　憲一
越水　成子
田本　道枝

川﨑　満

加藤　正義
鈴木　キク
鈴木　生一
大塚　佐代子
青木　愛子
篠原　敬
新堀　博子

堀越　文

宮本　博志

濵本　純子

田中　仁司

中井　廣一
井上　恵子
細谷　裕見子

学習支援
学習支援
学習支援
学習支援
図書
図書
学習支援
クラブ・部活動指導
学校セーフティ
学習支援
学習支援
その他学校支援
学校セーフティ
学校セーフティ
学校セーフティ
図書
その他学校支援
学習支援
その他学校支援
クラブ・部活動指導
学習支援
その他学校支援
学校セーフティ
学習支援
学習支援

中村　伸幸
加固　明子

廣瀬　保奈美

永嶺　政雄
福井　敏子
小田　隆子
三木　三憲
篠塚　圭太郎
篠塚　美奈子
西口　始

クラブ・部活動指導
環境整備・美化
図書
その他学校支援
学習支援
学習支援
環境整備・美化
クラブ・部活動指導
クラブ・部活動指導
クラブ・部活動指導
学校セーフティ

町田第一中学校
町田第三中学校

鶴川第二中学校

真光寺中学校

忠生中学校
山崎中学校

木曽中学校

小中一貫ゆくのき学園

如月会
つくし野小学校
セーフティボランティア
土楽会
つる川和光台自治会
三輪小　おやじの会
図師　里やまの会
きゅうすけの会
小山ヶ丘小学校
登下校安全見守り隊
成瀬台中学校
「社会人せんせい」実行委員会

学習支援

学校セーフティ

学習支援
学校セーフティ
その他学校支援
学習支援
その他学校支援

学校セーフティ

学習支援

町田第三小学校

つくし野小学校

成瀬台小学校
金井小学校
三輪小学校
忠生小学校
七国山小学校

小山ヶ丘小学校

成瀬台中学校

学校名 団体名 支援内容

学校名 名前（個人） 支援内容学校名 名前（個人） 支援内容

2013年度  学校支援ボランティア感謝状贈呈者【個人・団体】（敬称略）

（2）2014.  3. 21

　

２
０
１
３
年
12
月
か
ら
２
０
１

４
年
２
月
ま
で
の
間
に
、
定
例
会

が
３
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
20
件

の
議
案
を
審
議
し
、
16
件
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
以
下
に
そ
の
主

な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

【
議　
　

案
】

○
町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
の
改
定

　

市
内
小
中
学
校
で
長
年
に
わ
た

り
、
授
業
中
の
学
習
支
援
、
放
課
後

学
習
支
援
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
部
活
動

の
指
導
、
読
み
聞
か
せ
等
の
読
書
支

援
、
花
壇
等
の
環
境
整
備
支
援
、
登

下
校
の
見
守
り
等
、
様
々
な
分
野
で

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
さ
れ
た
方
々
に
、
教
育
委
員
会
か

ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

会
へ
の
諮
問
に
つ
い
て

 

【
報
告
事
項
】

○
町
田
市
学
校
評
価
検
討
委
員

会
設
置
要
綱
の
制
定
に
つ
い

て
○
鶴
川
駅
前
図
書
館
の
利
用
実

績
等
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の
動
き

教
育
委
員
会
の
動
き

教
育
委
員
会
の
動
き

に
つ
い
て

○
町
田
市
教
育
委
員
会
感
謝
状

の
贈
呈
に
関
す
る
要
綱
の
制

定
に
つ
い
て

○
町
田
市
指
定
有
形
文
化
財
の

指
定
に
つ
い
て

 

【
協
議
事
項
】

○
町
田
市
学
校
給
食
問
題
協
議

12
月
〜
２
月

 

中
規
模
改
修
（
エ
コ
改
修
）っ
て

 

ど
ん
な
工
事
で
し
ょ
う
？

　

断
熱
材
を
外
壁
に
張
り
、
複
層
ガ
ラ
ス

を
使
用
し
た
サ
ッ
シ
改
修
を
す
る
こ
と
で

建
物
の
断
熱
性
能
を
向
上
さ
せ
る
工
事
で

す
。
断
熱
性
能
が
向
上
す
る
こ
と
で
、
外

気
温
の
影
響
を
受
け
に
く
く
な
る
た
め
、

光
熱
費
が
抑
え
ら
れ
、
環
境
負
荷
の
軽
減

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
建
物

が
断
熱
材
で
保
護
さ
れ
る
た
め
、
老
朽
化

の
進
行
を
遅
ら
せ
る
効
果
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
学
校
を
快
適
に
、
長
く
使
い

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
今
後
も
中
規
模
改
修

（
エ
コ
改
修
）
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

▲改修前

▲改修後

小山小学校
文部科学大臣表彰受賞
小山小学校
文部科学大臣表彰受賞

町
田
市

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

感
謝
状
贈
呈
式

町
田
市

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

感
謝
状
贈
呈
式

三井住友海上
玉川研修所に
感 謝 状 を
贈呈しました

　

２
月
27
日
、
中
学
生
東
京
駅
伝
の
練
習
た
め

に
グ
ラ
ン
ド
を
お
貸
し
い
た
だ
い
て
い
る
三
井

住
友
海
上
玉
川
研
修
所
を
訪
問
し
、
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
５
年
間
に
わ
た
り
有
名
選
手

が
育
っ
た
グ
ラ
ン
ド
で
練
習
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、町
田
チ
ー
ム
は
、開
催
さ
れ
た
３
回
の
大
会

の
う
ち
２
回
総
合
優
勝
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

▲渋谷教育長から鈴木所長に
　感謝状を贈呈

脱穀の様子

小山長寿会と
栽培活動

▲
▲

　

小
山
小
学
校
は
、
長
年
の
地
域

の
方
々
に
よ
る
学
校
支
援
活
動
が

認
め
ら
れ
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
町
田
市
学
校
支
援

セ
ン
タ
ー
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
下
、

地
域
農
業
従
業
者
等
の
支
援
を
受

け
、
校
内
で
お
米
や
野
菜
の
栽
培
、

蚕
の
飼
育
、
搾
乳
体
験
、
谷
戸
の

自
然
観
察
な
ど
様
々
な
取
組
を
継

続
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
方
々
と
連
携
・

協
力
し
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
と
し
て
、
教
育
活
動
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。



― 林忠彦、齋藤康一、林義勝、タカオカ邦彦 ― 写真展　

写真を通して作品と出会う、作家と出会う、
小説や作品の生まれた場所を訪ねる…

2014年4月19日（土）～6月29日（日）
休 館 日：毎週月曜日（5月5日を除く）、毎週第2木曜日
観覧時間：午前10時～午後5時　※金曜日は午後8時まで
会　　場：町田市民文学館ことばらんど　2階展示室（原町田4-16-17）

名作の舞台を旅した記録。
作家たちの日常を写し込んだポートレイト。
歌舞伎や能など伝統芸能のワンシーン。
文芸写真をゆっくり鑑賞していると、思い出の作家たちに出会うような、
作品の舞台に引き込まれるような感覚に陥ることがあります。
写真家は作品や被写体に刺激を受けながらも、独自の視点で「物語」を
写真に納めようとしている。
映像の世界に身を置きながら、誰もが思い描く事のできる「その瞬間」を
刻もうとしている。
「文藝絶佳」
それは、文芸の世界に魅せられた4人の写真家が紡ぐ極上の物語。

物語を紡ぐのは「小説」だけではない

左上から時計回りで
「翁」（「観世清河寿の能」より）
「若い人」（「小説のふるさと」より）
「町田文学散景」より
「五木寛之」（「昭和の肖像」より）

観 覧

無 料

会期中、オープニングイベント、対談＆トークショー、映画上映会等の
関連イベントを実施します。詳しくは、町田市民文学館ことばらんど
まで問い合わせ、または町田市ホームページをご覧下さい。
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▲中空土偶頭部
　現存高7.2cm
　縄文時代後期
 （約3300年前）

ま
し
た
が
、
時
折
会
場
と
な
っ
た

の
が
原
町
田
中
宿
の
秋
間
久
之
助

宅
で
、
こ
こ
が
耶
蘇
教
講
義
所
を

兼
ね
て
い
た
の
で
す
。
横
浜
海
岸

教
会
の
受
洗
者
名
簿
を
確
認
す
る

と
、
秋
間
の
名
が
あ
り
ま
し
た
。

　

辛
卯
会
が
キ
リ
ス
ト
教
系
の

『
日
本
禁
酒
会
雑
誌
』
を
講
読
し

て
い
た
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た

（
た
だ
、
辛
卯
会
員
に
は
大
酒
飲

み
も
多
か
っ
た
と
か
）。
彼
ら
は

信
徒
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
キ

リ
ス
ト
教
の
文
化
や
考
え
方
に
触

れ
る
機
会
が
身
近
に
あ
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
聖
徳
太
子
の
存
在
を

疑
う
説
が
出
る
な
ど
、
歴
史
は
常

に
新
た
な
発
見
と
解
釈
に
よ
り
書

き
改
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
郷
土
史

も
一
緒
で
、『
町
田
市
史
』
で
紹

介
さ
れ
た
内
容
で
も
、
時
折
新
た

な
発
見
が
あ
り
ま
す
。

　
『
町
田
市
史
』
に
は
１
９
１
０

（
明
治
43
）
年
に
若
松
菊
哉
牧
師

が
初
め
て
原
町
田
に
定
住
布
教

し
た
、
と
あ
り
ま
す
が
、
自
由

民
権
資
料
館
所
蔵
の
史
料
か
ら
、

１
８
９
１
（
明
治
24
）
年
に
す
で

に
耶や

そ蘇
教
講
義
所
が
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
史
料
は
、
町
田
村
の
青
年

結
社
大
成
会
（
す
ぐ
辛し

ん

卯ぼ
う

会
に

改
称
）
の
活
動
記
録
で
、
こ

の
結
社
は
現
町
田
地
区
の
青

年
た
ち
が
定
期
的
に
集
い
、

演
説
や
討
論
を
す
る
学
習
結

社
で
し
た
。
演
題
・
論
題
に

は
実
業
・
地
域
振
興
・
行
動

規
範
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ

　左記の「中空土偶頭部」が2014年1月10日に町田市指定有形文化財
に指定されたことを記念して、この土偶をはじめ、市内の縄文時代遺
跡出土品から、選りすぐりの70件が一堂に会す展覧会を下記の通り開
催します。
　市内全域から厳選した16遺跡の、縄文時代の代表的な生活具で
ある石器、土器、土偶、土鈴、顔面把手、耳飾りなどを展示します。
　これらは、町田の縄文人が石や粘土、樹木等の自然物を利用し
て、厳しい自然環境のなかで生き抜くために作製し、実際に使って
いた道具です。
　今回は、数千年の時を経ても素朴ながら美しい造形の数々と、そ
の作製や使用方法が想定できた出土品の復元例も紹介します。

　会　　期：2014年4月19日（土）～6月8日（日）　
　休 館 日：月曜休館（ただし5月5日は開館し、5月7日は休館）
　観覧時間：午前9時～午後4時30分
　会　　場：自由民権資料館（野津田町897）

会期中、下記の日程でギャラリートークを行います。

予約不要です。お気軽にご参加下さい。

4月26日（土）、5月10日（土）、5月24日（土）

午後2時から1時間程度

第14回 中
ちゅうくう

空土
ど

偶
ぐう

頭
とう

部
ぶ

連載

町田リサイクル
文化センター

「市立室内プール」
バス停

町田市
考古資料室 町田市立

室内プール

大賀
藕絲館

問い合わせ 自由民権資料館（☎734-4508）

問い合わせ 町田市民文学館ことばらんど（☎739-3420）

展示内容については生涯学習総務課文化財係（☎724-2554）

　今年も、まちだとしょかん子どもまつりを開催します。
　絵本や語りなどのおはなし会、言葉とリズムで楽しむ
わらべうたあそび、おもしろい本を紹介するブックトー
ク、おはなしに参加するアニマシオン、体験型ワークシ
ョップなど、子どもも大人も素敵な本やおはなしに出
会える5日間です。
　皆さん一緒に､図書館で楽しいひとときを過ごしまし
ょう！
日　時　2014年3月26日(水） ～3月30日（日）
会　場　中央図書館（原町田3-2-9）ほか
　　　　市内の各地域図書館
　詳しくは、町田市ホームページを
　ご覧下さい。

開催日

会　場

※2014年4月19日（土）～6月8日（日）は自由民権資料館特別展「町田市考古セレクション2」でご覧いただけます。

（町田市指定有形文化財 新指定記念）

町
田
市
歴
史
の
一
コ
マ

町
田
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
来 問い合わせ

中央図書館児童担当（☎728-8220） 

大
成
会
「
記
事
録
」

冒
頭
に
「
原
町
田
中
宿
秋
間
氏

宅
耶
蘇
教
講
義
所
」と
あ
る
。

▲

生涯学習に関する施策を着実に推進するため、「町田市生涯学習推進計画」を策定しました。※町田市生涯学習センター、各市立図書館で閲覧できます。

　この文化財は、今からおよそ3300年前（縄文時代
後期）の人

ひとがた
形の呪術具で、小山町の田端東遺跡の発掘

調査で1988年に出土しました。現存高は7.2㎝、厚さは
3㎜程度しかありません。内部は全て空洞で、頭頂部に
は太い円筒状の髪結い表現が2本あります。また、顔面
は眉と鼻をつなげたT字形の表現と、コーヒー豆のよう
な両目に特徴があります。この様式は、北海道函館市
の国宝「中空土偶」と同じですが類例が少なく、頭部の
残り具合は国宝より優れていることから、2014年1月、町
田市指定有形文化財に指定されました。

収蔵及び展示場所：町田市考古資料室
　　　　　　　　　（下小山田町4016）

入室無料
開室日：第2・4土・日曜日・祝日
　　　  午前10時～午後4時
案　内：町田バスセンターからバスで
　　　  市立室内プール　下車
　　　  徒歩10分 （駐車場有）
　☎　：797-9661
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　現在、鶴川第四小学校で行っている交
流活動・体験活動を紹介します。
（1）併設されているデイ・サービス鶴川
との交流
　七夕交流、昔遊び、デイ ･ サービスを
訪問しての直接交流、行事への招待、高
齢者擬似体験、クリスマス会など、デイ・
サービスに通所されているお年寄りの方
との交流を通して、思いやりの心を育ん
でいます。

（2）真光寺中学校との交流
　両校の教員がお互いの授業の意見交換
を参観後に行う小中交流会、夏休みの若
手教諭合同研修会、校長一日交代、真中
トライアル（6年生が中学校を訪れ部活動
を体験）など、交流を深めています。また、
「真中サプリ」に倣って始まった「鶴四サ
プリ」は、3年～ 6年を対象にして実施
されている放課後補習学習です。教員と

ボランティアの力で運営され学力向上の成果をあげています。
（3）特別支援学級「どんぐり学級」との交流
　交流・共同学習・どんぐり学級の授業見学などを通して、障がいのあるこ
とへの理解を深め、温かい人間関係
を育んでいます。
（4）兄弟学級遊び　全校で遊ぶ集会
　読書交流
　年2回の兄弟学級遊び、全校で遊
ぶ会、異学年による本の読み聞かせ
や本の紹介など、異学年交流を深め
ています。
　今後も、鶴川第四小学校は家庭・
地域と連携し学校教育を展開し、思
いやりの心を育むとともに、学力の
向上を目指してまいります。

　高ヶ坂小学校は、今年度開校 36
年目を迎えました。現在、12学級
368 人の児童が元気に学んでいま
す。本校では、「花いっぱい」「あい
さつと歌声あふれ」「学び合い」を
キーワードとして、地域や保護者の
皆さまの力をお借りしながら教育活
動に取り組んでいます。
＜あいさつ運動＞
　本校では、学期ごとに「あいさつ
運動」に取り組んでいます。企画委
員や各学級からのボランティア児童、保護者ボランティアの方々が、正門や
昇降口前であいさつの輪を広げようと、一生懸命に活動しています。子ども

たちの元気なあいさつが校内に響き渡る
ような学校を目指しています。
＜読書の取組＞
　年間 2回の読書旬間では、「読書貯金」
「おはなしバイキング」など、児童が本に
親しめるように様々な取組を実施してい
ます。また、毎週金曜日の朝読書や保護
者サークル「おはなしタンポポ」による
月 2回の読み聞かせも大切な時間です。

今年度は、いつでも子どもたちが手にとれるように校舎 3階のプレールー
ムにも本棚を設置しました。
＜たて割り活動＞
　今年度から、地区班ごとのたて割り活動
を始め、「たて割り遊び」「交流給食」「地
域清掃」を進めてきました。学年の垣根を
越えて、互いに楽しく交流する場面が数多
く見られました。リーダーシップを発揮
する 6年生の姿も頼もしいです。今後も、
全学年の子どもたちがより一層交流を深
め、地域を大切にする心を育んでいきます。

　生徒が山崎中学校の良さをアピールす
る時に、「私たちの学校は、山中三大行
事の体育祭、学習発表会、合唱祭の成功
に向けて、全校生徒が一丸となり、熱心
に取り組みます。」と誇らしく話します。
　生徒会では、キャッチフレーズを決め
て気持ちを一つにする自治活動を行って
います。昨年度は「バージョンアップ」、
今年度は「当たり前のことが当たり前に
できるようにしよう」です。
　また、地域ボランティア活動、あいさつ運動、東日本大震災で被災した学

校への「絆募金」活動なども高い志
をもって取り組んでいます。部活動
においては、体育部 8部、文化部
4部が、日々の活動をしっかり行い、
著しい活躍をして表彰される機会が
増えています。小学生を対象とした
部活動体験も積極的に行い、小中連
携にも力を入れているところです。
　今後、重点を置いて取り組むこと
は、心を育てる教育活動とともに学
力の向上です。教師と生徒は、チャ

イムと同時に授業挨拶を行い、授業に集中して取り組んでいます。しかし、
さらなる学力の定着には、「家庭学習」と「保護者と学校の連携」は欠かせ
ません。
　山崎中学校は、保護者、地
域の皆さまと共に、子どもた
ちがイキイキと学べる学校と
して教育活動の充実に取り組
んでいきます。これからもご
支援、ご協力をお願いします。

▲体育祭

　本校は、2012年度、2013年度
において、町田市教育委員会研究推
進校の指定を受け、「生きる力」の
根幹をなす「豊かな心」「健やかな
身体」の視点から研究を進めてまい
りました。研究テーマを「意欲的に
運動に取り組み、できる喜びを味わ
う子の育成」に設定し取り組みまし
た。研究を進める過程では、職員室
のいたる所で教員が集まり、授業改
善に向け熱を帯びた協議が展開され
ました。また、休み時間の校庭では、先生と一緒に遊ぶ児童の歓喜する声が
増えました。

　保護者アンケートでは「休み時間や
帰宅後、外で友達と身体を動かしてい
る」という項目が、2012年度は 7％
の増加、2013 年度は 5％の増加と、
研究に取り組んだ2年間で 12％の上
昇率があったことは特筆すべきことで
す。これは、スモールステップを通し
た成功体験の積み重ねによる達成感の
感得という、研究テーマに迫った教員
の授業力向上こそが原動力となってい

ます。さらに、本校は一校一取組における「なわ跳び集会」や校庭管理のき
め細かな環境整備など、体育部を中心
とした組織的な運営が児童の体力向上
を支えています。
　最後に、放課後の「まちとも」活動
が市内一位の参加率を誇っています。
これは、「まちとも」コーディネーター
を始めとする地域ボランティアの皆さ
まのご尽力よるものに他なりません。
この紙面を借りて、お礼申し上げます。

小山ヶ丘小学校の教育小山ヶ丘小学校の教育
～歓喜がこだまする学校～

山崎中学校の教育山崎中学校の教育
～子どもたちがイキイキと学べる学校を目指して～

鶴川第四小学校の教育鶴川第四小学校の教育
～交流活動・体験活動を通して思いやりの心を育む～

高ヶ坂小学校の教育高ヶ坂小学校の教育
～あいさつと花と笑顔いっぱいの学校～

小山ヶ丘小学校の教育小山ヶ丘小学校の教育
～歓喜がこだまする学校～

山崎中学校の教育山崎中学校の教育
～子どもたちがイキイキと学べる学校を目指して～

鶴川第四小学校の教育鶴川第四小学校の教育
～交流活動・体験活動を通して思いやりの心を育む～

高ヶ坂小学校の教育高ヶ坂小学校の教育
～あいさつと花と笑顔いっぱいの学校～

小山ヶ丘小学校の教育小山ヶ丘小学校の教育
～歓喜がこだまする学校～

山崎中学校の教育山崎中学校の教育
～子どもたちがイキイキと学べる学校を目指して～

鶴川第四小学校の教育鶴川第四小学校の教育
～交流活動・体験活動を通して思いやりの心を育む～

高ヶ坂小学校の教育高ヶ坂小学校の教育
～あいさつと花と笑顔いっぱいの学校～

小山ヶ丘小学校の教育小山ヶ丘小学校の教育
～歓喜がこだまする学校～

山崎中学校の教育山崎中学校の教育
～子どもたちがイキイキと学べる学校を目指して～

鶴川第四小学校の教育鶴川第四小学校の教育
～交流活動・体験活動を通して思いやりの心を育む～

高ヶ坂小学校の教育高ヶ坂小学校の教育
～あいさつと花と笑顔いっぱいの学校～

▲研究授業の様子

▲あいさつ運動

▲デイ・サービスとの交流

▲合唱祭

▲地区班交流給食

▲なわ跳び集会

▲保護者による読み聞かせ

▲真中トライアル

▲高齢者擬似体験

▲体育部が整備した
　遊具を使って遊ぶ

▲学習発表会
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